
花菖蒲 
 

 

使用産地：千葉県、東京都など 

 

千葉大学や香取市との取組試験により、各地でコフナが導入されています。 

 

ハナショウブの生育に及ぼすコフナＭＰの効果（千葉大学名誉教授・雨宮様提供資料） 

香取市水郷佐原水生植物園 

     

無処理                  コフナＭＰ添加 

 

平成１８年４月２２日に病害発生土壌より採取した土壌にコフナＭＰを５％添加し

(w/w)、５月２０日にハナショウブをプランターあたり１０株植えつけた（３反復）。１９年

春に出芽した株について、コフナ添加区の方は無処理区に比べて生育が旺盛で、欠株もなく

病害発生（黄化腐敗症状））も認められなかった。（写真：平成１９年５月２６日撮影） 

 

 

 



千葉県 

上記の試験結果より、香取市水郷佐原水生植物園では株分時の生育促進と病気予防対策と

して使用されています。 

 

水郷佐原水生植物園 

散布時期：開花時期終了後 

施 用 量：約５トン/１０ａ 

施用方法：発病株撤去後コフナを土壌混和 

施用効果：土壌病害による被害株の抑制 

 

コフナＭＰ混和風景 

  

平成２９年時点   

 

 

  



東京都 

北山公園菖蒲田 

散布時期：開花時期終了後 

施 用 量：約７５０ｋｇ／１０ａ 

施用方法：発病株撤去後コフナを土壌混和 

      植穴処理（フランスコフナ使用） 

施用効果：根張促進、花弁の肥大と発色促進 

      土壌病害による被害株の抑制 

 

    
発病株撤去後コフナ土壌混和    植穴にフランスコフナ 

 

 

 

参考資料 

ハナショウブ疫病の見分け方と防除法 雨宮良幹教授（千葉大学名誉教授） 



 


